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早稲田大学教育学部 生物学教室 
家 増 郁夫 ( 電話 03-203-4141 内線 3911) 

DGD 編集主幹     〒 606 京都市左京区北白川追分町 

京都大学理学部 動物学教室 
米田満 樹 ( 電話 075-751-2111  内線 4082) 

DGD 編集幹事     〒 543 大阪市天王寺区南河 堀町 

大阪教育大学 生物学教室 

加藤憲一 ( 電話 0f6-771-8131 内線 251) 干 事 務 局 194  町田市南大谷 11 

三菱化成生命科学研究所 発生生物学研究部 

( 幹事長 ) 英中川 徹 ( 電話 0427 づ 4 円 244) 

( 庶務幹事 ) 北村 邦夫 ( 電話 0427 Ⅰ 4-6294) 

( 会計幹事 ) 加藤 山宇 子 ( 電話 0427 づ 4 ㎡ 250) タ 学 全 ン 〒 113  文京区弥生 2-4-16 

学会 セソ タービル向日本学会事務 セ ソタ 一 

日本発生生物学会 係 ( 電話 03-817-5801) 

  
凡退会，会費納入，および 出版物 (DGD, サーキュラ一等 ) の郵送については ，上記学 

会事務センタ 一に書面で御問合せ 下さい。 

⑨事務局よりお 願い 

発生生物学会オリジナルテレホンカードを 事務局で発売しております。 

( 一枚 1,000 両 度数 50) 

入手方法 ① 事務局 C0427-24-6250) に電話をして 下さい。 

② テレホ ソ カードをお送りします。 

③ お支払い方法については ，電話で相談に 応じます。 

まわりの方々と 団体で申し込まれますと ，送金等が便利です。 

是非 御 一報ください。 

  

  



日本発生生物学会第 竹期 会長および運営委員選挙結果 

10 月 13 日および 11 月 15 日東京工業大学理学部会議室で 開票され，以下のように 決りました。 

  

  

  

  

  
  

第 2 次会長選挙の 結果 

会 長 : 安 堵 郁 夫 

( 次 点 : 江 口 吾 朗 ) 
  

  

運営委員選挙の 結果 (50 音順 ) 

運営委員 : 江 口 吾 朗Ⅰ 

岡 田 節 人 

岡 田 祐 吉Ⅰ 

近 藤 芳 人 

酒 井 逐 一 
  

佐 藤 短 打Ⅰ 

嶋 田 拓 

鈴 木 義 昭Ⅰ 

竹 市 雅 俊 

京 中 川 徹 
  星 元 紀 ノ 

山 上 健次郎 

山 名 清 隆 

米 田 満 樹 

( 次 ， 庶 : 固 まりな ) 
  

  
選挙管理委員 : 星 。 元 。 紀 

岸 本 健 堆 

山 崎 君 江 
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ご ・あ い さ つ 
 
 

  会 長 安 堵 郁夫、 

このたび，私は 日本発生生物学会会長に 再任される名誉に よ くしました。 その責任の重大さを 

痛感致しております。 過去 2 年間 よ り以上に，今後の 任期 2 年間も本学会の ょき 伝統を次の世代 

に伝え ， 会の発展に実務的に 貢献できる よう 努力したいと 考えております。 

1988 年に日本発生生物学会は 20 年目をむかえ ， 会の規則に従って ，「 10 年目の反省」の 会を山 

形の大会期間中におこない 多数の参加者を 得ました。 参加下さいました 会員の皆様に 心から感謝 

致します。 その会の席上，必ずしも 結論とい 5 ようなものが 出たわげではなかったと 思います 

が ，発生生物学会を 今後の発展の 方向へさげての 議論がなされました。 現在，日本発生生物学会 

と 会員の皆様との 間の接触は，極端にいえば サ 一千， ラー と大会に限られておりますが ，今後こ 

の「反省」をふまえて ，より多くの 機会がもてるよ う 努力したいと 思っております。 又 ・各種研 

究助成推薦の 件，そして海外渡航援助の 件も，特に 1989 午は ISDB の大会が開かれますので ， 

出きる限り努力したいと 思 、 っております。   

本学会の大きな 事業の一つであ る DGD の発行は，これまでの 2 年間編集主幹米田先生，編集 

幹事加藤先生を 中心とする編集委員会の 御努力で，国内，国覚からの 投稿数も増； n し ・予定発行 

真数を上回って 順調にすすんでおります。 又 ， 1989 年からはデザインを 一新して， A4 版にな 

り，実質的 増貢 がおこなわれる 運びとなりました。 現在，この ょう な DGD 発展を支えるべき 木 

会の財政状態 は ，再三報告しましたよ 5 に，主として 国際的な要因でかなり 困難な状態であ るこ 

とは，会員皆様も 御存じのとおりです。 このような財政状態のもとで ， DGD  の デザイ ソ変更， 

増 真は，ますます 会の財政を圧迫するものでは 冷 りますが，現状在留まっている 限り， DGD 頒 

布はむしろ低下する 可能性さえあ ります。 。 この改変は頒布量の 低下防止，そして 増大をめざすも 

のでもあ ります。 会員の皆様の 御協力を心からお 願い致します。 

又 ， DGD  に関して 1989 年に予定されております 重要な事業の 一つは，前会長 故 加藤淑 裕 先生 

の記念号を刊行することです。 生物学上の加藤先生の 業績は極めて 優れたものであ り，いずれか 

の Journal で当然，記念 号が 刊行されるべきものであ ると考えます。 故 加藤先生の会長，運営 

委員としての 本学会への貢献をも 考慮すれば，本学会が DGD に記念号を刊行することは 当然で 

あ り，むし令名誉であ ると考えます。 この事についても ，会員の皆様に 御協力をお願い 致したい 

と 考え寄す。 ． i, 

本学会の財政上の 危機のさなかに ，このよ 5 な計画を進行させることは ，かなりの困難を 伴 5 

ものであ ります。 私は，会員の 皆様と共に，これらの 困難を排除して ，本学会の発展を 求めて， 

微力を尽くしたいと 考えております。 会員の皆様の 御理解と御協力を 心からお願い 申し上げま 

す。 
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日本発生生物学会第 22 回大会のお知らせ 

日本発生生物学会第 22 回大会準備委員会 

委員長 片 桐 千 明 
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3. 参加申込み 

㈹ 同封の参加申込書に 必要事項を記入して ， 1989 年 3 月 23 日 ( 木 ) ( 当日消印有効 ) までに申 

し込んで下さい。 ( 研究発表は 1989 年度までの会費納入者に 限ります。 ) 

(2) 申込先 : 〒 0f6n  札幌市北区北 10 条 西 8 丁目 

。 。 北海道大学理学部動物学教室 

日本発生生物学会第 22 回大会準備委員会 

㈹ 大会参加賀 : 5,000 円 ( 学生・院生 4,000 円 ) 

大会参加費は 郵便局の定額小為替で ，指定受取人を 

札幌市北区北 10 面 8  コヒ 海道大学理学部動物学教室 君原 正己 

として，参加申込書と 同封にてお送り 下さい。 

(4) 懇親会を大会第 2 日目 6 月 23 日 ( 金 ) に行 う 予定です。 参加を御希望の 方は懇親会費 

(4,000 円 ) を大会参加賀に 加算してお送り 下さい。 

(5) 同封の受 膵 書の所定 欄 に名前および 必要事項を，また 表に郵便番号，住所および 氏名を記 

， 入し ， 必ず切手をはって 下さい。   

4. 研究発表 。 

㈹ 申込期限 ;1989 年 3 月 23 日 ( 木 ) ( 当日消印有効 ) 

(2) 本大会の研究発表は 口頭発表とギスター 展示の併用で 行います。 発表者はどちらかを 選択 

．。 して申し込んで 下さい。 但し。 同 「研究宰からの 類似した演題での 多数の口頭発表はなる 

べくご遠慮下さい。 また，御希望の 発表形式を変えて 頂く場合もあ りますので御了承下さ     
い。 その決定は準備委員会におまかせ 下さい。 

(3) 研究発表の申込者は (1) 同封の参加申込書に 必要事項を記入し (n) 発表要旨 ( 和文 ) 

とともに書留でお 送り下さい。 なお，連絡 書 にも筆頭発表者 ( 演者名 ) を裏 面に，その 連 

絡 先を表の宛名 欄 に記入の上，必ず 切手をはってお 出し下さい。 研究発表は昭和 64 年度ま 

での会費納入者に 限ります。 連名で発表される 場合には筆頭発表者 ( 演者 ) が申込んで下 

さい。 それ以外の方は 参加申込書の 所定の欄に筆頭発表者 ( 演者 ) 名を記入して 下さい。 

(4) 口頭発表の場合 : 発表時間 15 分 ( 口頭発表 f2 分，討論 3 分 ) 

会場には 35 ㎜判 ( 外枠 50x50 ㎜ ) スライド プ p ジニ クタ -1 台を用意し 
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ます。 スライド枚数は 1 演題につき 10 枚以内とします。 16 ㎜フィルムの 

映写機の使用を 希望される方は 大会準備委員会 CTEL0l1-716-2111 

内線 5300) にご相談下さい。 

ポスター展示の 場合 : サイズは幅 180x 高さ 180cm ぐらいです。 形式は特には 定めませんの 

で大いに工夫をこらして 下さい。 パネルへの貼付用具は 準備委員会 

で用意します。 

(5) 発表要旨の原稿はそのまま 写真印刷しますので 黒 インクで明瞭に 書いて下さい。 図表も印 

刷 できます。 

      同封の英文抄録用紙は 各自の発表終了後，座長 ( ポスタ一の場合にほ 受付 係 ) に提出して 

  下さい。 参加申込みの 際には同封しないで 下さい。 

5. 大会準備委員会では 宿泊のお世話はいたしませんが ， 株式会社「産経海覚旅行」 (TEL 

011-271-5388) が交通，宿泊について 便宜 ( 割引航空券など ) を許ります。 大会参加者には 後 

日 (4 月上旬頃 ), 同社 ょ 9 案内が送付されますので ，希望者は各自申込んで 下さい。 なお， 

札幌市内の共済関係宿泊施設は 以下の通りです。 

共済関係宿泊施設 

( 林 ) グ リ ー ソ札幌 〒 060  札幌市中央区北 1 条 西 11 丁目 011 一 28 Ⅰ 一 2648 

( 地 ) 北海道庁共済会館 〒 060  札幌市中央区 ノヒ 3 条 西 18 一 2 0 Ⅰ 1 一 621 一 02 Ⅰ 6 

( 鉄 ) 札幌弥生会館 〒 060  札幌市中央区北 3 条 西 12 一 1 011 一 271 一 2RI Ⅰ 

( 市 ) ポールスタ一札幌 〒 060 ・札幌市中央区北 4 条 西 6 一 2 011 一 241 一 9111 

( 連 ) 清   荘 〒 060  札幌市中央区北 6 条 西 7 丁目 01 Ⅰ 一 631-2266 ～ 8 

( 北 ) ホテルノースシティ 〒 064  札幌市中央区南条 9 西 1 丁目 011 一 512 一 4433 

( 防 ) 札 幌 ク ラ ブ 〒 064  札幌市中央区南 28 条 西 9 丁目 011 一 53 Ⅰ 一 1517 

( 公 ) ホテルアカシ ャ 〒 064  札幌市中央区南 12 条 西 1 丁目 01i 一 521 一 5211 

( 私 ) 北 海 道 会 館 〒 060  札幌市中央区北 1 条 西 f 丁目 011 一 261 一 5311 

( 警 ) ヱ ル ム 会 館 〒。 060  札幌市中央区北 1 条 酉 7 丁目 01 丁 一 231 一 136 Ⅰ 

共済会 （ 連 ） 幌 札 K K ｜ R  札 館幌 〒 060  札幌市中央区北 4 条 西 5 丁目 0 Ⅰ 1 一 231 一 6711 
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DGD の大型化に伴 う 投稿上の注意 

編集主幹 米 田 満 樹 

編集幹事 加 藤 憲 一 

DGD は ， 1989 年の巻から A4 版になります。 最初の号は 2 月に出ます。 これまで間 60 篇年前 

  

  

  

後の論文を掲載してきましたが ，本年は約 576 頁で約 70 一 75 篇が出版できる 予定ですから ，一層 

多数の投稿をお 待ちします。 

⑥ 当然ながら，学会が 負担する出版費用は 増大します。 写真や図は面積当たりの 製版 代 が高 

価 なので，現状の 総面積を維持したいと 思います。 御 投稿に当たって ほ ，できるだ け コソパクト 

で " 情報密度の高い 写真・図を作られるよ う ， 御 努力下さい。 ぺ ー ジのサイズは A4 でも，写真 や 

図は，原則的にシングルカラム 幅 (80mm) で ( これより大きいのは 縮小して ) 印刷するよ 5 級 

両下編集する 方針ですから 御 承知下さい。 どうしてもダブルカラム 幅 (167mm) が必要な組写 

真・組み図の 場合も，無駄なスペースがないように 縦横の長さの 比などに考慮して 構成を工夫し 

て 下さい。 

⑥ 図や写真に文字・ 記号を入れる 場合には、 同一論文のすべての 図 ・記号の記号を ， 同じ 文 

字型に統一して 下さい。 但し，この作業は ，編集作業の 一貫として行 う こと何でざますので ， 著 

者が直接原図に 入れておられないものでも 受け付けます。 この場合には ，原図のゼロックスコピ 

ーを付 け ，その中に文字・ 記号等の挿入位置を 明確に書き入れて 下されば結構ですが ，矢印など 

厳密な特定部分の 指定は，著者自身でレタリソバ 等の記入を行って 下さい。   

⑥ 論文が採択された 段階で，最終 稿を ワープロディスケットに セ イ ブ されておられる 著者㌍ 

は，ディスケットのコピーをお 送り下さるよ 5, 今年からお願いします。 製版・校正の プ p セス 

が 短縮されますので ，編集部からの 要請があ ったときほ ， ど 5 かご協力をお 願い致します。 

第 8 回九州・山口発生懇話会後記 
  

第 8 回九州・山口発生懇話会 

事務担当 桑 名 -fit. 
貝 

この懇話会が 始まってから 早くも今年で 第 8 回目を迎えた。 この懇話会は 九州と山口の 発生学 

に携わっている 研究者間 ( 学生も含む ) での情報交換，相互の 親睦，後進の 育成を図る目的で 始 

まったとのことであ る。 私の印象からの 独断と偏見で 述べさせて頂くと ， この会の特徴として ， 

①夕食と懇親会を 挟んで ( 第一日目 : 午後 4 一 6 時時まで懇話会 ( 研究発表 ), 6 時 一 7 時半ま 

でが夕食と懇親会， 夜の 8 時 一 10 時まで懇話会。 第 2 日目 : 午前 9 一 1m 時時まで懇話会。 ) の 気 

楽な雰囲気があ ること，②発表の 途中でも 質 間や討論を挟んでも 良いこと，③時間の 半分が討論 
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時間に充てられていること ，そして④期せずして 懇話会の参加者数が 毎回約 30 一 40 名程度であ り   

お互いの 顔と 研究分野をかなり 良く知ることのできる 数となっていること ，⑤加えて現在までの 

世話人の方のご 努力により参加費用が 格安であ ること，等の 理由からくもっと 多くの理由があ る 

のでしょ 5 が ) 本当に活発な 議論，討論が 気楽に行われます。 また，話題のテーマはあ えて限定 

せず，話題提供者の 判断に任されています。 さらに，過去においては ，広島や愛媛からの 参加も 

あ り，オープ ソ であ る 木 懇話会らしい 発展をみせています。 「姉回坊主に 終わらないよ 5 に」 ， と 

0 発起者の方々の 出発点での危惧は ， ど 5 やら 杷憂に 終わりそうです。 

今年の懇話会は 熊本大学医学部第姉解剖 ( 藤本十四 秘 教授 ) の当番で，熊本県矢部町にあ る国 

民宿舎「 通潤荘 」において 7 月 29 日 ( 金 ) 午後から 30 日 C 士 ) 午前中まで開かれました。 幸いに 

心学生を含めて 42 名の方々の参加を 得， 29 日は深夜に至るまで 活発な討論が 続きました。 会場周 

辺は， 少し足を延ばせば 壇の浦の戦いに 敗れた平重盛とその 家臣が落ち延びて 隠れ住んだと 伝え 

られる内大臣橋などがあ り， p マソ 多い環境にあ ります。 また，すぐ近くには 今回の会場であ る 

通潤 荘の名前の由来となった「 通潤橋 」 ( 国 指定重要文化財 ) という水路橋があ り， 懇話会の終 

了後には参加者全員でこの 通潤 橋からの壮大な 放水を楽しみました。 懇話会では以下の 話題で発 

表されました。 

①長期骨髄培養を 用いた免疫異常マウスの 造血系の解析 : 林 貫一 ( 熊大 ・ 医 ・免疫病理 ), ② ウ 

= 胚 単離小割球の 骨片形成に対する 胚 抽出物質の効果 : 清水正人 ( 暁天・ 理 ・生物 ), ③マクロ 

ファージの個体発生   Kupffer 細胞を中心として : 内藤 眞 ( 熊大 ・ 医 ・第二病理 ), ④胎児性 
水俣病に関する 実験的アプローチ : 井上槍 ( 国立水俣 研 ，基礎病理 ), ⑤哺乳類・生殖細胞の 異 

両性分化について : 吉永一也 ( 熊大 ・ 医 ・第三解剖 ), ⑥メダカ卯の 受精電位について : 嶋 水分 

司 ( 無人・ 理 ・生物 ), の上衣細胞一一発生学的考察 : 岩堀 修明 ( 長大・ 医 ‥第一解剖 ), ⑧ マゥ 

ス における B 細胞の個体発生 : 小川 峰 太郎 ( 無人， 医 ・免疫病理 ), ⑨ホ ヤ の初期発生における 

興味 ( 卵細胞質移動の 機構その他 ) : 沢田知夫 ( 山口大・ 医 ，第一解剖 ), ⑩ う " ト 陰茎 骨 につい 

て， これまでわかったこと : 村上棚太郎 ( 山口大・ ロ ・生物 ), ⑪発生学と老化学の 接点 : 國 真 

陸弧 ( 熊大 ・ 医 ・免疫病理 ), ⑫カス， サノシ 。 ウウオ卵の多精防止反応について : 岩尾康宏 ( 山 

ロ天・ ロ ・生物 ), ⑬ アブリ ； ツ メガ ヱル の in vitro での精子形成 : 朝倉省二 ( 熊大 ・ W,. 生 

物 ), 以上の 13 題。 

なお，第 9 回の発生懇話会は 九州大学理学部生物学教室の 山名清隆教授のお 世話で，福岡近辺 

で 開かれることになっています。 興味のあ る方 ( 学生を含む ) は山名先生までご 連絡下さい。 

助 成 金 の 案 内   

  

1989 年 8 月オランダで 開催されます 国際発生生物学会議の 参加者の旅費を ， 戊茂 基金より援助 

いたします。 ただし，発表者に 限ります。 応募者 は 3 月末日までに 事務局へ申し 出て下さい。 
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教官公募のお 知らせ 

東京工業大学理学部生体機構学科では ， この度，下記要領で 教官を公募 い たします。 本学科 

は ， 1988 年 4 月に新設され ，生体情報科学講座 ( 設置 済 ), 生体物理学講座し 生体動力学講座， 

発生生物学講座，分子道 ィヒ学 講座，生体 光 反応 学 講座の 6 講座より成っております。 今後，年次 

計画で教官等を 充足させていく 予定です。 

- 己     

1.  公募教官     

生体物理学講座 助教授   

発生生物学講座 教授および助教授   

分子 進イヒ学 講座 教授および助教授     

生体 光 反応 学 講座 教授および助教授     

( 応募にあ たっては講座名と 教授および助教授の 区別を記して 下さい ) 着任は 1990 年 4 月 
    

以降の予定ですが ，人事は 1989 年夏までに内定いたします。 
    

2.  提出書類   
履歴書，論文リスト ，主要論文の 別刷 5 編 ( 総説があ れば，代表的なものを 1 一 2 編これ 

に含めて下さい ), 抱負 C2000 字程度 ) 。 履歴書には希望する 講座名と職名をも 記して下さ 

い O 

封筒には応募書類在中の 旨を朱書願います。 
    

3. 締め切り 1989 年 1 月 31 日必着 
    

4. 書類送付売および 問い合わせ先     
鼓 152 東京都目黒区大岡山 2-12-1     

東京工業大学 理学部 生体機構学科 主任   
広瀬 蔵 人 

⑪ 03 イ 2 色 1111  内線 2226 
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第 5 回哺乳類 全胚 培養研究会 

篤， 

時 ， 1989 年Ⅰ同 27 日 ( 金 ) 13:0Q ～ 16 : 30 ( 懇親会 16 : 30 ～ ) 

場 所 : 東京医科歯科大学 1 号館 9 階特別講堂 

① 糖尿病における 奇形発生の成因について 

0 赤沢 昭Ⅰ 長瀧 重信 

長崎大学医学部第一内科 

② In vlVo と rn vlt 「 O の相関 一 ェ チ ン ソチオ ウ レアを用いて 一 

0 岩瀬 隆之，水野 英子，池田 保男，藤井 治，横山 

江藤 一洋 

善 」 ; 

三菱化成㈱安全性研究所 

東京医科歯科大学歯学部 顎 併発生 

③ 全胚子培養法を 用いた チアベソダ ゾール (TBZ) の 

催奇形陸と TBZ の胚子内変化 

0 心癖 昭夫，米山 元子，藤谷 知子，安藤 弘，久保 

松木 信雄 

東京都立衛生研究所毒性部 

総 会 

コーヒープレイク ( 機器展示 ノ 

④ 顎顔面領域の 催奇形実験一エチルニトロ ソウ レアを用いて 一 

0 大西 京，三木 明徳，藤本 悦子，大森輝明 

神戸大学医学部口腔覚科学教室 

⑤
 
マウス 全胚 培養 法 と顔の形態形成 

0 大隅 典子，中村 友 保 ，朝田総一郎，秋田 正治，横山 篤 ， 

江藤 一洋 

東京医科歯科大学歯学部類研発生 

連絡先 : 〒 113 東京都文京区湯島 1 一 5 一 45 

東京医科歯科大学歯学部領所発生部門 

TEL 03 (813) 6111  内線 5291 ( 朝田給 子 ，横山 篤，江藤一洋 ) 
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第 14 

昭和 63 年 8 月 日本学術会議広報委員会 

日本学術会議の 第 14 期が 7 月 22 日から発足し 7 月 25 日 一 27 日の 3 日間，第 14 期最初の総会が 開催されましたので・ 

その総会等についてお 知らせします。     一一 " 一 。   " 。 ' 一 
の「 第 U4 期活動計画委員会の 設置について ( 申合せ 案 ) 」の 

日本学術会議第 105 回総会報告 提案が行われた。 この申合せ案は ， 第 14 期の活動に関する 

7 月 22 日の第 14 期の発足に伴 い ，同日付けで 内閣総理大 基本的計画の 立案を任務とする 臨時の委員会を 次の定例 総 
臣 による日本学術会議会員の 発令が行われた ( 辞令の交付 金までの間，設置するということを 内容としている。 この 

式は ，総会日程の 関係で 7 月 2H 日に挙行 ) 。 第 14 期の会員 提案は，その 構成等に関する 若干の討議の 後，原案どおり 
は，選出制度が 学術研究団体を 基礎とする推薦方式に 変わ 可決された。 

って後， 2 回目の会員であ る。 この 葉 14 期会員による 最初 総会終了後，直ちに 各部会が開催され ，設置が決定され 
の総会であ る， 第 105 回総会が， 7 月 25, 26, 27 日の 3 日 た第 14 期活動計画委員会委員の 選出等が行われた。 

間 ，本会議講堂で 開催された。 なお，この第 14 期活動計画委員会は ，総会期間中に 第 1 
第 1 日日 (25 日 ) 。 午前中の新会員への 辞令交付 式 に続い 回の会議を開き ，全会員を対象にした 第 14 期の学術会議の 

て・ 13 時に総会が開会され ，直ちに，会長及び 両 副会長の 活動に関するアンケートの 実施を決めるなど ，早速その活 
選挙が行われた。 会員による互選の 結果，会長には ，第 13  動を開始した。 
期の会長であ った近藤次郎第 5 部会員が再選された。 また， 

人文科学部門の 副会長には，大石泰彦第 3 部会員が，自然 

科学部門の副会長には ， 渡 違格第 4 部会員がそれぞれ 選出 
第 14 期日本学術会議会員の 辞令交付 式 

された。 選挙終了後，近藤会長から ，「一生懸命務めるつも 
等について 

りなので，会員の 方々の御協力をよろしくお 願いしたい。 」 第 105 回総会に先立ち ， 第 U4 期日本学術会議会員の 辞令 交 
との就任のあ いさつがあ り，また，大石， 渡 漫画副会長か 付式が 7 月 25 日㎝ ) 10 時 35 分から，総理大臣官邸ホール 
らもそれぞれ 就任のあ いさつがあ った。 で 行われた。 辞令交付 式は ， まず， 第 Ⅰ部から第 7 部まで 

総会終了後，直ちに ，各部会が開催され ，各部の役員で の会員の氏名が 順次読み上げられた 後，会員全員を 代表し 
あ る部長，副部長，幹事の 選出が行われた。 ( 第 U4 期の役員 て最年長者であ る山木正男第 1 部会員が竹下登内閣総理大 
ほ ついては，別掲を 参照 ) 。 臣の代理としての 小渕恵姉内閣官房長官から ，辞令の交付 

第 2 日目 (26 日 ) 。 10 時に総会が開会され ，始めに，近藤 を受けた。 その後，小渕長官から ， 第 U4 期会員に対する 期 
会長が， 第 13 期の会長という 資格で第 1S 期の総括的な 活動 待を込めた内閣総理大臣あ いさつの代読があ り，続いて， 
報告を行った 後， 3 年間を振り返り 特に印象の深いものと 山本正男会員から ，会員を代表して 国民の期待に 沿うよう 
して，脳死問題に 関する討議， ICSU 総会招致に関連する 科 努力したい旨のあ いさつがあ って，式は終了した。 出席会 
学者の自由交流問題，学術会議の 予算等について ，その所 員は 190 人であ った。 なお， 第 U4 期日本学術会議全員の 発令 
感を述べた。 続いて，会員推薦管理会報告として ，久保 克 は， 第 U4 期の始期であ る 7 月 22 日付けであ るが，総会日程 
五 委員長の代理として 事務総長が，第 14 期会員の推薦を 決 との関係で，総会初日の 7 月 2R 日に辞令交付式を 行ったも 
志 するまでの経過報告等を 行った。 のであ る。 

引き続き，会長から 3 日目の総会で 提案・審議する 予定 26 日には，午後の 各部会終了後， 18 時から，小渕内閣官 
の 「第 14 期活動計画委員会の 設置について ( 申合せ 案 ) 」に 房 長官主催による 歓迎パーティーが 本会議のホールで 行わ 
関する各部での 事前討議について 並びに各常置委員会の 委 れた。 小渕長官のあ いさつがあ り，続いて，脇付日本学士 
員定数の決定に 基づく各部での 委員の選出について ，それ 院長の代理としての 石井良助学士院会員から 祝辞があ った。 
ぞれ各部へ付託がなされた。 これに対し近藤会長によるユーモアに 富んだ答礼のあ いさ 

総会終了後，直ちに 各部会が開催され ，前述の申合せ 案 つがあ り，沢田敏男日本学術振興会会長の 乾杯の音頭で パ 
の計議及び各常置委員会委員の 選出等が行われた。 一 ティーが進められ ，活発かつ友好的な 歓談が行われた。 
第 3 日目 (27 日 ) 。 10 時に総会が開会され ，会長から前述 
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